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横浜市一般廃棄物処理基本計画の修正について 

  

パブリックコメントでいただいた御意見や自治会町内会からいただいた御意見等を踏まえ、横浜市一

般廃棄物処理基本計画（素案）を修正し、原案を作成しました。 

１ 原案を修正した主な項目 

 原案の該当頁と修正箇所 修正前（素案） 修正後（原案） 

1 11 頁 
２ 計画目標等 
(3) 計画目標 

ア ごみ減量から始めよう脱温暖化 
 温室効果ガスの削減目標 
 
 

平成 37(2025)年度ま

での目標値：50％以上

（約 11 万トン-CO２）

 
平成 25(2013)年度ま

での目標値：10％以上

（約２万トン-CO２） 
 

平成 37(2025)年度までの目標値：

50％以上（約 14 万トン-ＣＯ２） 
 
平成 25(2013)年度までの目標値：

10％以上（約３万トン-ＣＯ２） 
 
 

2 12 頁 
【温室効果ガスの削減】のグラフと表 

修正前（素案） 
 
 
 
 
 
修正後（原案） 
 
 
 
 
 

3 14 頁 
２ 計画目標等 
(3) 計画目標 
 

－ 計画目標をくわしく説明したコラム

を追加。 
 

4 18 頁 
４ 市民・事業者・行政の役割 
(2) 事業者 
（具体的取組）４ポツ目 
 

・自らが製造した製品

やサービス提供に伴う

物品の使用・廃棄時に

おいて、リユースやリ

サイクル、適正処理が

行われるよう関心を払

い、一定の役割を担い

ます。 
 

・拡大生産者責任の考え方に基づき、

自らが製造した製品やサービス提供

に伴う物品の使用・廃棄時において、

リユースやリサイクル、適正処理が

行われるよう関心を払い、一定の役

割を担います。 

平 成 2 2 年 1 2 月 9 日
環境創造・資源循環委員会資料 
資 源 循 環 局

現状 中期４か年計画最終年度 計画最終年度

平成21年度 平成25年度 平成37年度
（2009年度） （2013年度） （2025年度）

21.4万 19.2万 10.7万

横浜市役所地球温暖化防止実行計画に基づ
く算定方法による温室効果ガス排出量

28.8万 25.9万 15.5万

温室効果ガス排出量
（トン-ＣＯ２）

 

現状 中期４か年計画最終年度 計画最終年度

平成21年度 平成25年度 平成37年度
（2009年度） （2013年度） （2025年度）

28.2万 25.3万 14.1万

35.4万 31.9万 18.7万

温室効果ガス排出量
（トン-ＣＯ２）

地球温暖化対策推進法に基づく地方公共団体実行計
画制度の算定方式による温室効果ガス排出量
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 原案の該当頁と修正箇所 修正前（素案） 修正後（原案） 

5 21 頁 
５ 基本計画で取り組む具体的施策 
(1) 環境学習・普及啓発 

■地域に密着した情報発信等 
 

・リサイクルコミュニ

ティセンターのあり方

の検討 

・リサイクル施設の見直し 

6 31～32 頁 
５ 基本計画で取り組む具体的施策 
 (5) ごみの処理・処分 

■運営の効率化 
 

－ 
 

平成 22～25 年度に取り組む施策・事

業に、以下の記述を追記。 
・みなとみらい２１地区管路収集：

今後の方向性の最終的な判断 

 

＜参考＞ 自治会町内会からの意見について（平成 22 年 11 月 30 日現在） 

（１）資料の配付・提出方法 

  各区の連合町内会長会を通じて、各単位自治会・町内会長あて送付し、記入用紙を郵送で提出 

（２）提出の状況 

  提出者数 1,212 人 

（３）主な意見（要約） 

 ○広報の充実（大きな文字、転入者や外国人への周知など） 

○分別指導の徹底等（単身者、学生、集合住宅、自治会・町内会の未加入者、通りかかりの通行人） 

 ○戸別収集と家庭ごみ収集の有料化の検討・実施 

○３Ｒを推進するため、企業努力を求める意見 

○不法投棄やポイ捨てへの対策強化 

 

 

２ 今後のスケジュール（予定） 
 ○平成 23 年１月 計画策定、告示 
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